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第Ⅲ章 計画方針 
 

１．基本理念と基本的な方向性 

本計画では、上位計画である「セントラルパーク構想」の基本理念と基本的な方向性を踏襲す

ることとします。 

 

（１）基本理念 

福岡を代表する個性を有する二つの公園を一体的に活用することによって、時・人・まちを

つなぎ、福岡の都市と文化を物語る場所となることを目指し 

 

 

 

を基本理念として掲げます。 

大濠公園と舞鶴公園が持つそれぞれの個性を磨き上げるとともに、二つの公園の一体的な活

用を図ることでさらなる好循環を生み出し、都市の活性化につなげていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）基本的な方向性 

本計画に求められている課題を解決し、福岡の都市の個性と文化を物語る場所となるよう、

基本的な方向性を次のように設定します。 

 

○大濠公園・舞鶴公園一帯の空間をつなぎ、一体感のある緑地空間づくり 

○福岡にしかない重層的な歴史資源を活かし、福岡二千年の時をたどる空間づくり 

○観光集客機能の向上によるにぎわいをつくり、都市の活性化につなげる拠点づくり 

○｢まちの公園｣から｢公園のまち｣へ展開し、みんなで育てる公園づくり 

  

時 を わ た り 、 人 を つ な ご う 。 
～ 未 来 へ つ な が る 福 岡 の シ ン ボ ル へ ～ 
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２．利活用イメージ 

 

（１）利活用のキーワード 

「Ⅱ章 与条件と課題の整理」から読み取ることができる、大濠公園と舞鶴公園の今後の利活

用の促進に向けたキーワードを、４つの基本的な方向性毎に整理します。 

 

 

図：利活用のキーワード 

 

 

（２）利活用イメージモデル 

前項のキーワードが、具体的にはどのような人々に対して、どのような利活用へと反映され

ていくのか、計画期間にとどまらない将来の利活用イメージを１１の視点から次頁に示します。 

また、利活用イメージを実現していくために検討すべき項目を合わせて整理します。 
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モデル①  

■利用者： 仕事帰りのジョガー 

■将来の利活用イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■利活用イメージ実現のために検討すべき項目 

・ランニングステーションなどの便益施設の設置 

・舞鶴公園のジョギングコースの設置、動線の一体化 

・利用者ニーズと安全性に配慮したコース設定 

・公園周辺の施設との連携 

・公園のブランド化 

・周辺との緑のつながりの確保 

ジョギングの聖地 
・19 時。いつものように、スーツからランニングウェアに着替え、コースに出る。運動不足

解消のため、仕事終わりにセントラルパークをジョギングしたのが始まりだった。 

・公園内にはランニングステーションがあり、ロッカーはもちろんシャワーも完備してある

ので、仕事終わりにスーツ姿で直行できるのがとてもいい。 

・大濠公園は以前からジョギングやウォーキングをする人が多かったが、舞鶴公園も含めた

コースが作られてから、さらに利用する人が増えた。コースが広がったことで、緑の風景、

水辺の風景、歴史の風景と様々な風景を楽しむことができ、飽きずに気分良く走れること

が理由の一つだろう。 

・もう一つの理由は安心して走れるということだ。ここは、歩行者、ジョギング、ペット、

自転車と様々な人が利用しているが、舗装や路面表示など利用者に応じたコース作りが徹

底されていて、結果的にマナーも守られているというわけである。また、園内はライトア

ップもされていて、女性や高齢者も安心して利用できるため、夜間の利用者も多い。 

・さらに、ジョガーの間で人気に火をつけたのが、周辺にあるスポーツショップである。お

洒落で機能的なウェアやアイテムを身に着け、この場所で体を動かすということがブラン

ド化してきている。 

・最近は、体力もついてきたため、休日には西公園や南公園方面まで走るようになった。西

公園や南公園までをつなぐ通りは歩きやすく、緑にあふれ、立ち並ぶ店舗も公園の雰囲気

に合ったお店が多くなった。 

・自分自身の健康のために始めたことが、今やセントラルパークのブランドを形作っている

と思うと、今後もさらに気分よく走れそうだ。 
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モデル②  

■利用者： 周辺の小学校教員 

■将来の利活用イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■利活用イメージ実現のために検討すべき項目 

・ボランティアガイドが活動しやすい環境づくり 

・生物の生育環境の保存と向上 

・公園の特性や参加者のニーズに合わせた利用プログラムの増加 

・水辺を活用したイベントやプログラムの増加 

 

  

都心部の生き物の大きな家 
・セントラルパークは都心部の中で豊かな水と緑があるため、様々な生物と触れ合うことが

できる貴重な場所だ。 

・そのため、総合学習の一環として周辺の学校の多くがセントラルパークに訪れている。 

・私が勤めている学校でも毎年訪れており、生徒達も恒例の授業として楽しみにしている。 

・最近、管理運営の一環として、生物多様性の保全と来園者が自然とふれあえる環境づくり

が盛んに行われるようになってから、鳥の増加や多様な植生が見られるようになってい

る。また、生物の専門家のボランティアガイドの方々が生徒達に様々な生物の生態などに

ついて教えてくれるプログラムも設けられている。 

・生徒達に特に特に人気があるのは水辺を活用

した観察プログラムだ。都心部では珍しく安

全に水辺に近づくことができ、普段は間近で

見ることができない動物や植物を観察するこ

とができるため、生徒達は目を輝かせて参加

している。 

・他にも、季節の植物を楽しむ観察プログラム

や珍しい植物、大木・古木などの植物に関わ

るプログラムも豊富にあり、プログラムごと

に様々な自然の魅力を伝えてくれる。 

・セントラルパークが都心部で自然にふれあえ

る貴重な場所であり続け、その魅力を維持・

向上して行くことが子ども達の成長につなが

ると考えると、公園や周囲の環境保全に貢献

していきたいと感じる。 
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モデル③  

■利用者： 車でピクニックに訪れた家族連れ 

■将来の利活用イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■利活用イメージ実現のために検討すべき項目 

・周辺地域と連携した緑化推進 

・街並みや建物の低層部の用途誘導 

・車両にもわかりやすいエントランスの整備 

・適切な駐車台数の確保 

・季節感を楽しむことができる花々の演出 

・施設移転跡地の広場活用 

・石垣や水面への見通しの確保 

  

休日を過ごしたくなる憩いの場 
・連休を利用して、朝から家族４人でセントラルパークにピクニックにやってきた。 

・車で公園に近づくにつれて、道沿いの緑が増え、店舗は統一感のあるおしゃれな外観で揃

えられている。さらに進むと、豊かな緑や史跡の風景が見え、その脇に公園の入口が見え

てきた。 

・入口に近づくと、駐車場への誘導サインがすぐに目に入った。満車で入庫待ちを予想して

いたが、スムーズに停めることができた。十分な駐車スペースは、小さな子どもがいて荷

物が多い家族にはとてもありがたい。 

・車を降りると、花や緑で彩られた園路が続いており、花壇ではボランティアと思われる人

たちが楽しそうに手入れをしている。花が大好きな娘は一緒に花を植えてみたいようだ。 

・以前は住宅が建っていたという広場に着くと、連休とあって多くの人でにぎわっている。

読書をする女性、走りまわっている子どもたち、楽器の練習をしている学生と、みな思い

思いの時間を過ごしている。 

・私たちもさっそくお弁当を広げ、大濠公園の水面や福岡城の石垣の風景を楽しみながら食

事をすることにした。豊かな自然の中で、歴史の雰囲気を感じながらのんびりしていると、

福岡の都心にいるということを忘れてしまいそうになった。 
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モデル④  

■利用者： 歴史好きの来訪者 

■将来の利活用イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■利活用イメージ実現のために検討すべき項目 

・周辺の歴史資源との連携 

・ガイダンス施設の設置 

・歴史の重要性を感じる復元整備 

・利用プログラムの充実 

・鴻臚館跡の機能復元 

・櫓や石垣などの見所の魅力向上 

・施設利用料金の徴収 

・飲食、物販などの便益施設の設置 

・公園周辺から連続的に回遊できる空間形成 

古代より連なる福岡の歴史舞台 
・１泊２日の妻との福岡旅行は、福岡・博多の歴史を巡る旅がテーマである。 

・昨日は博多や天神の寺社や古い建物を見て回ったが、今日の福岡城跡・鴻臚館跡は、今回

の旅で最も楽しみにしていた場所である。 

・宿泊していた百道の高層ホテルから眺める福岡の街並みは、水と緑であふれており、大濠

公園・舞鶴公園へは歩いていくことにした。 

・舞鶴公園までやってくると、ガイダンス施設があったので、まずは概要を知ることにした。

施設内の展示物や地図から、福岡城跡と鴻臚館跡それぞれの歴史や、重なり合った二つの

史跡のことがわかりやすく書かれており、現地への期待がますます高まった。 

・私たちはガイダンス施設でボランティアガイドの人に案内を頼むことにして、複数あるプ

ログラムの中から、目的に合った、福岡城跡・鴻臚館跡双方の歴史を学べるものを選んだ。 

・ガイドの人の説明を聞きながら、鴻臚館跡の復元整備や福岡城跡の石垣などのポイントを

見ていくと、この地にある歴史の重層性が分かり福岡という地のおもしろさを感じた。 

・立派な櫓が見えるポイントでは、櫓を見ながら丁寧な説明をしてもらったあと、よく手入

れされた樹木とともに、妻と記念写真を撮ることもできた。後でガイドに聞くと、私たち

が各施設に支払った料金でこのような手入れの行き届いた環境が保たれているそうだ。 

・一通り見て回ったあと、園内のレストランで昼食をとることにした。レストランからは福

岡城を見ながら食事をすることができ、私は当時の人々の様子に思いを馳せながら、妻は

おいしい食事に感動しながら、互いに満足した時間となった。 

・食事の後は、家族にお土産も買うことができ、福岡旅行の最高の締めくくりとなった。 
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モデル⑤  

■利用者： アジアからの団体客 

■将来の利活用イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■利活用イメージ実現のために検討すべき項目 

・外国人観光客の誘致と利便性の向上 

・周辺の観光資源との連携 

・大型バス駐車場の確保 

・構造物のデザインの統一 

・鴻臚館跡の機能復元 

 

  

アジアを代表する観光地 
・ここ数年アジアでは、古代の大陸との交易をたどるツアーとして、博多港から大濠公園・

舞鶴公園、太宰府などをセットで巡ることが福岡観光の主流となっている。 

・私も 30 人の団体客の１人として福岡を初めて訪れた。クルーズ船から眺めた福岡の港の

景色は緑が多く、水辺を楽しむ人々の姿がとても印象的だった。きっと素敵な街なのだろ

うと、大濠公園・舞鶴公園に向かう大型バスの中、期待に胸を膨らませた。 

・大濠公園・舞鶴公園に着くと、大型バスが収容できる駐車場にバスが停められ、私たちは

公園内に降り立った。公園内は水と緑が豊かで美しく、構造物のデザインにも統一感があ

るため、初めて訪れた私たちでもどの施設が公園の施設なのかが一目でわかるようになっ

ている。 

・このツアーの見所の一つである鴻臚館跡では、遠い昔に大陸から訪れた客人が、ここでど

のように迎え入れられたか、歴史をたどることができる。古代の風景をイメージしながら

現在の風景と比較すると、アジアの先進都市である福岡の歴史の深さを感じた。 

・園内では Wi-fi が整備されているため、リアルタイムで母国にいる知り合いにその様子を

伝えることができた。 
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モデル⑥  

■利用者： 県外からアート作品巡りに訪れた人 

■将来の利活用イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■利活用イメージ実現のために検討すべき項目 

・芸術文化に関わる施設の強化 

・公共交通からのアクセス向上 

・エントランス部の魅力の向上 

・テーマごとの散策コース設定 

・小規模イベントが行える広場の確保 

・情報発信の強化 

・公園内のわかりやすい情報案内 

・合同管理事務所の設置 

・芸術文化施設の広域的な連携の強化 

アート巡りの拠点 
・美術館や能楽堂、日本庭園など、芸術文化施設が集まっている有名なセントラルパークに

一度訪れてみたいと思い、休みを利用して福岡を一人訪れた。 

・福岡空港や博多駅などの交通拠点から、地下鉄一本というアクセスの良さは、私のように

福岡のいろんな芸術文化を見て回りたい人にとってはうってつけの場所だと思う。 

・駅から地上に出ると目の前に公園の緑豊かな景色が広がっており、公園内を巡りたくなる

気持ちが高まる。 

・私の場合、各施設の情報や見所について、ホームページで事前に調べていたので特に不安

はなかったが、園内には総合案内板をはじめ、随所に丁寧な案内がなされているので、初

めてきた人も安心するだろう。 

・公園の総合管理事務所で受け取った、芸術文化をテーマとするパンフレットを見ると、そ

こに書かれたコースに沿っていけば、様々なアート作品に出会えるようになっている。こ

のような案内があると、作品を見落としてしまうことがないので、とてもありがたい。 

・また、園路沿いの小さな広場では、大道芸や楽器演奏などの小規模なイベントが行われて

おり、アート作品までの道のりも含めて、セントラルパークで過ごした時間はとても有意

義だった。 

・セントラルパークを楽しんだ後は、バスで福岡市博物館に行く予定だったけれど、公園の

中にいるような福岡の街の景色を楽しみながら歩くことにしよう。 
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モデル⑦  

■利用者： イベント企画者 

■将来の利活用イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■利活用イメージ実現のために検討すべき項目 

・交通拠点からのアクセス向上 

・様々なイベントに対応できる広場空間の整備 

・イベントをしやすい仕組みづくり 

・イベント企画者と公園管理者の連携 

・周辺地域との連携 

 

  

福岡でのイベントならセントラルパーク 
・近年、福岡で大規模イベントを開催するならセントラルパークで、というのが企画・運営

関係者の間で通例になっている。 

・その理由は、立地も良くイベントしやすい環境が整っていることにある。福岡の都心で大

規模イベントできるスペースが増えたことに加え、交通拠点からアクセスしやすく、さら

に跡地を利用した広場で、自然や歴史の雰囲気に触れながら、にぎわいイベントを楽しめ

るとあって、イベント参加者からの評価が高いからだ。 

・最近は、天神や博多エリア、護国神社で行われていた既存のイベントと連携する機会が増

えており、新しく生まれ変わった六本松エリアとは、特に連携する機会が多くなった。 

・フリーペーパーや雑誌などのメディアを活用した頻度の高い広報や、イベント企画者と公

園管理者の協働により、受入れ人数の増加や新たなターゲットの確保、プログラムの充実

が図られ、経済効果も大きくなっていると、他県からの問い合わせも増えている。 

・これらの協働の積み重ねによってセントラルパークの知名度も上がり、今では観光・集客

資源として、福岡の活性化の一翼を担っている。 
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モデル⑧  

■利用者： 周辺のヨガスタジオ経営者 

■将来の利活用イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■利活用イメージ実現のために検討すべき項目 

・公園の魅力を活用した周辺企業との関わり強化 

・利用者が活動しやすい芝生広場の確保 

・周辺企業と連携したイベントの実施 

・企業からの寄付などを初めとした公園運営の仕組みづくり 

 

  

企業連携のステージ 
・私は大濠公園・舞鶴公園の周辺でヨガスタジオを経営して

いる。経営を始めた頃はマンションの１室を使用した小さ

なスタジオだったが、今ではビルの１フロアの広さになり

ヨガウェアなどを扱うショップも併設した、福岡でも有数

の大きなスタジオになった。 

・スタジオの生徒数が増えたのは、大濠公園・舞鶴公園がき

れいになって、大手門側からもアクセスしやすくなり、公

園への人の流れが増えたからだと思う。 

・スポーツショップやジョギングステーションなど、公園の

機能と一体となった店舗が公園周辺部で増加しているのも

同じ理由だろう。 

・何年か前から、公園内で野外レッスンも行うようになり、

広い緑の芝生のうえで行うヨガはとても気持ちがいいと、

特に若い女性に人気だ。 

・生徒以外でも公園内でヨガをする人たちが、ウェアやマッ

トを買いにくるので、ショップもにぎわっている。 

・という訳で、セントラルパークにはとても魅力を感じてい

るため、数年前から公園に寄付をし始めた。寄付金の一部

が、私たちがヨガを行っている広場の管理に使われている

と思うと、寄付しがいがある。 

・ショップカードや私の名刺には、寄付をした特典として、セントラルパークのロゴが入っ

ているので、初めて会う人との話の種になって助かることもしばしばある。 



111 

 

モデル⑨  

■利用者： ボランティア 

■将来の利活用イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■利活用イメージ実現のために検討すべき項目 

・両公園で連携した管理運営体制の確立 

・両公園の様々な関係者間での連絡体制の整理 

・ボランティア活動の拠点となる施設の整備 

・組織間での連携が行いやすい環境づくり 

 

 

  

ボランティアの舞台 
・今日は花壇の植え替えを行うために、セントラルパークにやってきた。私はボランティア

組織「（仮称）セントラルパークを育てる会」のメンバーとして、活動している。 

・以前から大濠公園・舞鶴公園では、それぞれボランティアが組織されていたが、数年前に

二つの公園が一貫した管理運営が行われるようになったことをきっかけに、ボランティア

も一つの組織として統一されることとなった。 

・もちろん、それぞれのボランティア活動は継続されつつ、今日の花壇の手入れのように、

両公園で一貫した活動も行われるようになった。おかげで、花壇などは景観的にも統一感

があるように感じられ、来園者も季節ごとの変化を楽しんでもらっているようだ。 

・公園管理者や公園内施設関係者、ボランティアなどの連絡体制も整理されたため、色々な

組織と連携した活動も充実している。 

・また、私たちボランティアの活動拠点も公園内にできたので、着替えや活動の準備だけで

なく、日常的な連絡事項の確認や情報共有もスムーズにできるようになった。 

・施設の整備や共通の活動のおかげで、ボランティア同士の交流も増え、最近は組織として

の一体感も出てきたように感じる。 

・これからも活動を通して、ボランティア同士の交流を深めながら、セントラルパークの環

境を育んでいきたい。 
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モデル⑩  

■利用者： 周辺の土地所有者 

■将来の利活用イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■利活用イメージ実現のために検討すべき項目 

・沿道から魅力を感じられる空間づくり 

・水質の向上 

・公園及び周辺の資産価値の向上 

・公園の魅力の波及範囲の拡大 

・寄付をはじめとした公園運営に関わる専門

家の配置 

  

魅力づくりに貢献したくなる公園 
・お堀沿いの道を歩くと、いつも公園に立ち寄りたいという気持ちになる。光を反射した水

面に木々が影を写し、夏には蓮の花が咲き、訪れた人の撮影スポットとなっている。 

・私がオーナーであるセントラルパーク沿いのビルには、テナントとしてカフェが入ってい

る。カフェにはテラス席があり、水や緑、史跡の雰囲気を感じながら食事を楽しめるため、

テラス席を予約するお客さんが多い。 

・このように、明治通りに並ぶ店舗やオフィス、周辺の住宅地などは、立地をうまく活用し

た建物が多い。大きな公園に近く、窓から水と緑の風景を楽しむことができる環境は、商

業施設はもちろんオフィスや住宅の環境としても魅力的だ。 

・セントラルパークにはファンドレーザーという寄付金を回収する専門家の存在があり、私

のような土地所有者や企業、個人などが寄付を積極的に行っている。 

・私は手入れの行き届いた美しい公園の景色を眺めると、寄付金が適切に使われているとい

つも実感する。セントラルパークが魅力的であるほど私が持っているビルも含めた周辺の

地価が上がり、ひいては福岡のまちの活性化に貢献していることを考えると、寄付は投資

のような側面も持っている。 

・寄付の金額によって、セントラルパークの定期通信やイベントへの特別招待、オリジナル

グッズの限定販売など、様々な特典を受けられるのも寄付のしがいがある。 

・これからも、周辺に住まう私たちにとっても、ゆとりのある環境であり続けてほしい。 
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モデル⑪  

■利用者： 公園の近くに住む親子 

■将来の利活用イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■利活用イメージ実現のために検討すべき項目 

・生物多様性の保全 

・公園に対する愛着を醸成する仕組み 

・利用者が寄付などによって公園運営に貢献できる仕組み 

・広域避難場所としての周知や機能確保 

 

  

利用者に愛される公園 
・思えば、物心ついたときから大濠公園・舞鶴公園は私の遊び場だった。祖父の散歩につい

てきては、日が暮れるまで園内を走りまわっていた記憶がある。 

・そして夕暮れ時に、二人でベンチに腰掛け、水辺を見ながら様々な野鳥の名前を教えても

らったり、植物や虫の名前を教えてもらったりしたものだった。 

・あれから私は父となり、小さな２人の子どもを連れて、相変わらずこの場所に通っている。 

・今子どもたちと一緒に座っているベンチは、昔祖父とよく座った場所に、子どもが生まれ

た年に寄付したものだ。ベンチには子どもの生年月日を刻印してもらっている。将来孫が

生まれたら、自分と子どもと孫で一緒に座りたい。 

・祖父はセントラルパークが私たちにとって憩いの場になっているだけでなく、災害時の避

難場所になっていることも教えてくれた。今は私が子どもたちに、災害があったときには

ここに逃げるように、と教えている。 

・私が祖父にそうしてもらったように、子どもたちにとって、ここが大人になっても大切な

場所であるように、たくさんの思い出をつくってあげたい。 
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表：利活用イメージモデルの整理 

番号 利用者 将来の利活用イメージ 実現のための検討項目 

① 
仕事帰りの
ジョガー 

ジョギングの聖地 

・ランニングステーションなどの便益施設の設置 
・舞鶴公園のジョギングコースの設置、動線の一体化 
・利用者ニーズと安全性に配慮したコース設定 
・公園周辺の施設との連携 
・公園のブランド化 
・周辺との緑のつながりの確保 

② 
周辺の小学
校教員 

都心部の生き物の大きな
家 

・ボランティアガイドが活動しやすい環境づくり 
・生物の生育環境の保存と向上 
・公園の特性や参加者のニーズに合わせた利用プログラムの増加 
・水辺を活用したイベントやプログラムの増加 

③ 
車でピクニ
ックに訪れ
た家族連れ 

休日を過ごしたくなる憩
いの場 

・周辺地域と連携した緑化推進 
・街並みや建物の低層部の用途誘導 
・車両にもわかりやすいエントランスの整備 
・適切な駐車台数の確保 
・季節感を楽しむことができる花々の演出 
・施設移転跡地の広場活用 
・石垣や水面への見通しの確保 

④ 
歴史好きの
来訪者 

古代より連なる福岡の歴
史舞台 

・周辺の歴史資源との連携 
・ガイダンス施設の設置 
・歴史の重要性を感じる復元整備 
・利用プログラムの充実 
・鴻臚館跡の機能復元 
・櫓や石垣などの見所の魅力向上 
・施設利用料金の徴収 
・飲食、物販などの便益施設の設置 
・公園周辺から連続的に回遊できる空間形成 

⑤ 
アジアから
の団体客 

アジアを代表する観光地 

・外国人観光客の誘致と利便性の向上 
・周辺の観光資源との連携 
・大型バス駐車場の確保 
・構造物のデザインの統一 
・鴻臚館跡の機能復元 

⑥ 

県外からア
ート作品巡
りに訪れた
人 

アート巡りの拠点 

・芸術文化に関わる施設の強化 
・公共交通からのアクセス向上 
・エントランス部の魅力の向上 
・テーマごとの散策コース設定 
・小規模イベントが行える広場の確保 
・情報発信の強化 
・公園内のわかりやすい情報案内 
・合同管理事務所の設置 
・芸術文化施設の広域的な連携の強化 

⑦ 
イベント企
画者 

福岡でのイベントならセ
ントラルパーク 

・交通拠点からのアクセス向上 
・様々なイベントに対応できる広場空間の整備 
・イベントをしやすい仕組みづくり 
・イベント企画者と公園管理者の連携 
・周辺地域との連携 

⑧ 
周辺のヨガ
スタジオ経
営者 

企業連携のステージ 

・公園の魅力を活用した周辺企業との関わり強化 
・利用者が活動しやすい芝生広場の確保 
・周辺企業と連携したイベントの実施 
・企業からの寄付などを初めとした公園運営の仕組みづくり 

⑨ 
ボランティ
ア 

ボランティアの舞台 

・両公園で連携した管理運営体制の確立 
・両公園の様々な関係者間での連絡体制の整理 
・ボランティア活動の拠点となる施設の整備 
・組織間での連携が行いやすい環境づくり 

⑩ 
周辺の土地
所有者 

魅力づくりに貢献したく
なる公園 

・沿道から魅力を感じられる空間づくり 
・水質の向上 
・公園及び周辺の資産価値の向上 
・公園の魅力の波及範囲の拡大 
・寄付をはじめとした公園運営に関わる専門家の配置 

⑪ 
公園の近く
に住む親子 

利用者に愛される公園 

・生物多様性の保全 
・公園に対する愛着を醸成する仕組み 
・利用者が寄付などによって公園運営に貢献できる仕組み 
・広域避難場所としての周知や機能確保 
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第Ⅳ章 再整備計画 
 

１．基本的な考え方 

ここでは、将来の利活用イメージの実現に向けて、どのようなまちづくりや空間づくりを展開

していくか、整備の観点から内容の整理を行います。 

周辺地域からの視点での基本的な考え方を示すとともに、場所ごとの特性に応じてセントラル

パーク構想で示したゾーニングを細分化し、主要な動線や主要な施設との関係性など、両公園や

その周辺のまちづくりの骨格となる基本的な考え方を示します。 

 

図：再整備の概念図 
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（１）周辺地域から捉えた整備の方向性 

①整備の考え方 

大濠公園・舞鶴公園を核として、周辺地域やまちづくりの展開との繋がりを整理します。 

 

  図：周辺地域の整備方針図 
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エリア 整備の考え方 

大濠公園・舞鶴公園 大濠公園・舞鶴公園エリアを核として、「まちの公園」から「公園のまち」の

雰囲気へと福岡のまちを導くことができるよう、公園隣接エリアなどの見本とな

る歴史や芸術を感じ、水と緑が豊かで高質な空間づくりを推進していきます。 

 

公園隣接エリア 

エリア内の公有地を活用し、公園の雰囲気や史跡の歴史的な雰囲気が公園外に

までにじみ出していくよう公園への見通しの確保や緑化等を推進していきます。

また民有地と連携した公園入口部周辺の魅力向上を図ります。 

また、大濠公園・舞鶴公園と一体となった緑化の推進や、まちなみのルールづ

くりを推進します。駐車場やスポーツ用品店、ロッカー・シャワーなど、民間施

設との連携強化による魅力の向上を図ります。 

西公園・南公園 

西公園・南公園は、大濠公園・舞鶴公園などと合わせて緑の腕（中央緑地帯）

を形成する緑の拠点となっています。これらの緑の拠点の魅力向上を図るととも

に、公園間をみどりでつなぎ、公園の中を移動しているような風景づくりを推進

します。 

西公園では桜の再生など魅力的な緑地としての存在感を高めるとともに、博多

湾沿いの貴重な視点場として、生物多様性にも配慮しながら、樹木の適切な密度

管理により視界の確保を図ります。 

南公園では老朽化が目立つ動物園を中心に平成18年度から20年計画でリニュ

ーアルを進めています。今後も動物たちや人にやさしい動植物園へとリニューア

ルを推進していくこととします。 

緑の腕 

（中央緑地帯） 

市街地の生活環境や生物の生息・生育環境の軸となる緑を引き続き保全しなが

ら市民との共働により新たな緑地などを創造し、緑の豊かさが感じられる美しい

都市の景観形成を図ります。 

 

 

水辺エリア 

自然に恵まれた都市・福岡の大きな特徴である水辺エリアは、福岡らしい良好

な水と緑の風景として、市民の休息・レクリエーション空間の創出を図ります。

また、海からの眺望を大切にするとともに、背後に広がる市街地や博多湾の自

然環境と調和した港の景観形成を図ります。 

 

核・拠点 
都心部の魅力に更なる磨きをかける核・拠点づくりを目指すとともに、核・拠

点の機能を補完する周辺地区と連携することにより相乗効果を高めます。また、

幹線道路沿いの立地を生かして、沿道建物の高度利用を誘導し「九州・アジア」

「環境」「魅力」「安全安心」「共働」の視点から都心部の機能強化と魅力づくり

を進めます。 

 

回遊軸 

公共交通や自転車を快適に利用でき、歩行者が楽しく回遊できる、質の高い都

心部の回遊ネットワークを創出し、美しい街並みやみどり、歴史資源などを楽し

みながら誰にでも安心でわかりやすい回遊空間の創出を図ります。 

 

 

都市軸 
福岡の骨格となる重要な交通ネットワークを受け持つ道路として、都市計画道

路などの整備状況に応じた土地利用の誘導や、沿道の有効利用、連続性のある良

好な街並みの形成、後背地等の周辺環境への配慮等を推進します。 
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②展開イメージ 

大濠公園と舞鶴公園の水と緑豊かな雰囲気や、歴史と芸術文化の香りが公園の外にも広が

りをみせ、福岡の都市自体が公園の中にあるように感じられるよう、周辺地域における整備

の展開イメージを整理します。 
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セントラルパーク構想 ゾーニング図 

 

（２）ゾーニング 

周辺地域から捉えた整備の方向性を踏まえ、場所ごとの特性に応じてセントラルパーク構想

で示したゾーニングを細分化します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

セントラルパーク基本計画 ゾーニング図 



120 

 

各ゾーンやエリアの考え方は以下の通りとします。 

ゾーン・エリア 整備の考え方 

水辺の憩いエリア 

大濠公園の水面とその周回園路を中心とした範囲を「水辺の憩いエリア」

とします。 

通行レーンの明確化やマナーアップを図ることで、都心での貴重な水辺

を感じながら歩行者やジョギング利用者、自転車利用者、ペットの散歩な

ど、様々な利用者がより快適で安心して利用できるようにします。休憩施

設や水辺に親しみやすい場所を設け、水景を眺めながら子ども達が安全に

安心して遊び、また、水辺の野鳥など自然との触れ合いを通じて、来園者

の交流を促進します。 

 

交流広場エリア 

舞鶴中学校跡地や城内住宅などの非史跡施設の移転予定地を中心とした

範囲を「交流広場エリア」とします。 

全てのエリアに接し、既存の広場に移転跡地を加えた都心部最大の広場

となり、イベントや様々な活動を通じて、来園者が憩い集う交流が育まれ

ます。各エリアの接点にあたる場所は優先的に見通しをよくし、大濠公園

と舞鶴公園の物理的・視覚的な連続性をもたせることで、一体的な賑わい

が育まれます。 

舞鶴公園のボタン・シャクヤク園やフジ棚、ショウブ園などの季節感を

感じるみどりを積極的に活用するとともに、広場内にサクラの名所として

花見を楽しむことができる場所を設けます。 

 

福岡城本丸エリア 

福岡城本丸の範囲を「福岡城本丸エリア」とします。 

国史跡福岡城跡整備基本計画と整合を図り、福岡城跡の最大の見所とし

て、一義的に歴史的建造物などを保存するとともに、積極的な復元整備や

石垣の保存・修景による城跡の雰囲気の演出を図り、来園者が福岡城跡の

歴史を感じ、学ぶことができる空間とします。 

また、継続的な保存管理や歴史的建造物の復元に向けた財源確保の仕組

みを構築し、来園者とともに将来にわたって保存を図ります。 

将来的に本丸御殿が復元されるまでは、歴史的な雰囲気の中でサクラを

楽しむことができるサクラの名所としての活用を図ります。 

 

福岡城二ノ丸エリア 

 

福岡城二ノ丸の範囲を「福岡城二ノ丸エリア」とします。 

国史跡福岡城跡整備基本計画との整合を図り、歴史的建造物や庭園など

の復元整備、石垣の保存・修景に努め、城郭としての景観保全を重視しま

す。 

また、二ノ丸への入口部は公園の園路と適切に連続させるとともに、二

ノ丸のエントランスとしての魅力向上を図り、来園者をエリア内に誘導す

るような雰囲気づくりを行います。 
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鴻臚館エリア 

鴻臚館跡の史跡指定範囲を「鴻臚館エリア」とします。 

国史跡鴻臚館跡整備基本計画（策定中）との整合を図り、発掘調査、資

料の収集に努めるとともに、古代の歴史文化の学習の場、迎賓の場として

鴻臚館の時代に思いをはせることができる復元整備を行います。 

施設の復元までの期間は芝生広場として利用し、段階的に明らかになっ

ていく福岡の歴史の深さを、来園者と共有していきます。 

また、継続的な保存管理や歴史的建造物の復元に向けた財源確保の仕組

みを構築し、来園者とともに将来にわたって保存を図ります。 

 

エントランスエリア 

明治通りと国体道路からの主要な入口とその周辺に加え、天神側からの

玄関口となる福岡高等裁判所周辺を「エントランスエリア」とします。 

外部からも公園の雰囲気が感じられ、公園の入り口として魅力的でわか

りやすい空間を目指し、来園する観光客や県民・市民の期待感を向上させ

ます。 

また、来園者への案内機能や公園と地域の魅力を伝えるガイダンス機能

などを備えた施設の導入を図り、両公園一体となった情報提供を行うこと

で、外国人観光客も含めた多様な来園者が、安心してわかりやすく利用で

きるようにします。 

さらに、都心部に近い貴重なオープンスペースとして、災害時の避難場

所や避難路などの防災機能の強化を図り、来園者や県民・市民に対する安

心・安全を確保します。 

 

芸術文化エリア 

福岡市美術館や能楽堂、日本庭園などの芸術文化施設と、それらをつな

ぐ空間をまとめて「芸術文化エリア」とします。 

福岡の芸術文化施設が連携し相乗効果を高めるための核となるエリアと

して位置付けます。芸術文化の雰囲気が施設内のみとどまらず、公園全体

やＮＨＫ文化放送局などの周辺施設をはじめ、都市全体にも広がりをみせ

るよう、芸術文化の活動を育む場づくりを行います。 

 

城跡イメージゾーン 

福岡城跡は堀の部分も含めると両公園を合わせた範囲以上に拡がってい

たことから、両公園全体及び周辺を「城跡イメージゾーン」とします。 

周辺からのアプローチやエントランスとしての機能を高めるとともに、

都市景観上も重要である沿道や周辺から城跡のイメージを感じられる場所

については、門や堀等の復元整備や土塁上の樹林の保全・密度管理など「お

城」が感じられる空間づくりを行います。 

また、鴻臚館跡と重なる範囲においては、福岡の歴史の重層性が感じら

れる空間づくりを行い、ゾーンが一体となって来園者に福岡というまちが

持つ深い歴史の魅力を伝えるものとします。 

 

  



122 

 

（３）主要な動線 

緑や水辺などの自然や歴史、芸術文化など、大濠公園・舞鶴公園の持つ様々な魅力をつなぎ、

一体的な活用を促すための主要動線の方向性を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水辺の路 

水景を楽しみながら大濠公園の池沿いを周回し、公園の魅力を感じながら福岡市美術館、能

楽堂、日本庭園などの芸術文化施設を巡ることができます。 

 

緑の路 

福岡城跡の土塁上に分布する豊かな緑のボリュームを感じ、散策やジョギングなどを通じて、

季節により表情が変化する様子を一年中楽しみながら舞鶴公園内を周回することができます。 

 

水と緑の路 

大濠公園と舞鶴公園を大きくつなぎ、大濠公園の水面や舞鶴公園の豊かな緑などの両公園の

沢山の魅力に触れることができます。 

 

歴史をつなぐ路 

古代の史跡「鴻臚館跡」、近世の史跡「福岡城跡」、近代の記念物「大濠公園」をつなぎ、来

園者が福岡の歴史の重層性を学び、福岡のまちの魅力を知ることができます。 

図：主要動線図 
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（４）主要な施設 

大濠公園・舞鶴公園における各主要な施設の考え方は以下の通りとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①芸術文化施設 

福岡市美術館（改修） 

 芸術文化施設間の連携を強化するとともに、美術館内での芸術文化の雰囲気を屋外の公園

空間に拡げ、公園の雰囲気と美術館の雰囲気を有機的につなげることで、多くの県民・市民

が、気軽に芸術文化に親しみ、楽しめる施設とします。 

 

能楽堂（既設） 

能楽堂で行われている能をはじめとする日本の伝統文化に関わる活動が、イベントなどを

通じて公園空間に拡がりを見せることで、来園者が気軽に日本の伝統文化の魅力を感じるこ

とができる、学びと交流が育まれる施設とします。 

 

日本庭園（既設） 

芸術文化施設間の連携を強化することで、来園者にとって入りやすい、親しみやすい環境

の中で、歴史を学ぶことができる施設とします。  

図：主要施設図 
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②文化財関連施設 

鴻臚館跡遺構展示保存施設（改築） 

既存の鴻臚館の原寸大模型や遺構の露出展示を活かしつつ、福岡の歴史の重層性を感じる

施設として改築を検討します。ガイダンス機能に加えて便益機能を付加し、国内外からの来

園者の様々なニーズへの対応を図り、誰もが親しめる学びの場となる施設とします。 

 

 

武具櫓（復元） 

史跡の集客力を高める拠点施設として復元整備を行うとともに、福岡城跡のメインガイダ

ンスとしての機能を付加することで、楽しみながら学べる場とします。 

 

 

多聞櫓（修復） 

構造上の課題や部材の劣化状況を把握したうえで、学術的な検討を踏まえながら適切な方

法による保存修復を行います。また、修復に合わせてガイダンス機能や便益機能の付加につ

いて検討します。 

 

 

 

 

 

  



125 

 

（５）両公園の整備方針 

  ①整備方針 

ゾーニング、主要な動線、主要な施設を重ね合わせたものを整備方針図とし、大濠公園・

舞鶴公園における今後の整備の骨格として位置付けます。 

 

 

 

図：整備方針図 
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  ②展開イメージ 

整備方針を踏まえ、公園内の様々な場所で、利活用イメージモデルで示した活用が展開されるよう、両公園の整備の展開イメージを整理します。 
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２．動線計画 

「水辺の路」、「緑の路」、「水と緑の路」、「歴史をつなぐ路」という４つの路をもとに、利用者

の目的に応じて、主要な施設や見所などをつなぐ動線を設定します。 

 

（１）基本的な考え方  

動線計画における基本的な考え方を以下のとおり設定します。 

●公園周辺の道路とのつながりや、人の動きに配慮した動線を設定するとともに、アクセスしや

すく周辺からの公園の見え方に配慮したエントランス空間を創出します。 

●大濠公園の周回園路でなされている利用が舞鶴公園を含めた全体に広がるよう、大濠公園と舞

鶴公園をつなぐ動線の強化を図ります。 

●舞鶴公園内を周回できる動線を確保します。 

●災害時の利用にも効果的なエントランスと動線を確保します。 

●来園者がスムーズに舞鶴公園線を横断できる横断歩道の設置や立体的な横断施設を検討します。 

●ジョギングや散策、自転車、車いす、管理車両など移動手段に応じた適切な動線を設定します。 

 

（２）動線 

基本的な考え方をもとに、両公園における主動線及び副動線を設定します。 

①主動線：動線計画の骨格となる４つの路、及びその路につながるメインエントランスからの

動線を主動線として位置付けます。また、４つの路から主要な施設や見所へとつな

がる動線についても主動線とします。 

②副動線：主動線を補完する動線として位置付けます。両公園内の様々な施設や見所に通じる

よう、主動線から枝状に配置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図：動線計画図 
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（３）幅員構成 

主動線及び副動線の幅員構成は、以下の考え方に基づくものとします。 

 

①主動線：大濠公園の周回園路の幅員９ｍ（内周園路：ジョギング用 4.5ｍ、外周園路：自転車

用 4.5ｍ）での活動が舞鶴公園に拡がり、一体的な活用が育まれるよう両公園内の主

動線は、8～10ｍの幅員を基本とします。 

主動線の中でも、エントランス部などの広場機能を付加する箇所は広場と合わせ

て 15ｍ以上の幅員を確保します。 

なお、地形や文化財、舞鶴公園線等の条件の中で幅員を確保できない箇所につい

ては 5～6ｍ程度の幅員を確保します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②副動線：副動線は、来園者と管理用トラックが安全にすれ違うことができるよう 5～6ｍ程度

の幅員を基本とします。 

なお、管理用トラックの通行が少ない箇所や、地形や文化財、舞鶴公園線等の条

件の中で幅員を確保できない箇所については 2～3ｍ程度の幅員とします。 

 

 

 

 

 

 

＜両公園内の幅員８～10ｍ程度の園路＞ 

 

 

 

 

 

大濠公園の周回園路(内周園路と外周園路)         舞鶴公園の松ノ木坂御門 

＜両公園内の幅員５～６ｍ程度の園路＞ 

 

 

 

 

 

大濠公園のさつき橋               舞鶴公園の鴻臚館跡展示館横 
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３．施設計画 

公園内の諸施設の整備について計画します。なお、施設の種類ごとに両公園全体での整備の計画

を行い、そのあとに特に重点的な整備が求められる内容については主要施設計画で整理します。 

 

３－１．来園者数の設定 

公園利用者の規模やニーズに応じた公園施設を計画するにあたって、大濠公園と舞鶴公園の来園

者数の推計を行います。来園者数は、「①利用実態に基づく現在の来園者数」の算定と、「②マニュ

アルに基づく来園者数」の算定の二つ方法で推計します。 

 

（１）利用実態に基づく現在の来園者数 

平成 25 年度交通量調査における平日・休日の両公園への来園者数（歩行者）より、大濠公園・

舞鶴公園の来園者数を算出します。 

右記の値に、都市公園利用実態調査における

舞鶴公園利用者の交通手段の割合から、以下の

条件を設定し、徒歩以外の利用者を算出します。 

 
 

●算定条件 

・大濠公園も舞鶴公園の交通手段の割合と同様とみなす 

・徒歩、バイク、公共交通機関は歩行者とし、それ以外を自動車利用とする 

・平成 19 年と平成 26 年の平均値を採用する 

・１年間の平日を 261 日、休日を 104 日とみなす。 

歩行者の割合 = 徒歩＋バイク＋公共交通機関 

 = ｛(41+1+17)%+(48+2+26)%｝/2=(59%+76%)/2 = 67.5% 

 

 
 

 大濠公園 舞鶴公園 

年間休日 1,256,320 人 521,695 人

年間平日 1,218,387 人 750,906 人

計 2,474,707 人 1,272,601 人

全体 3,747,308 人

 
  

 大濠公園 舞鶴公園 

休日 8,154 人 3,386 人

平日 3,151 人 1,942 人

表：一日当たりの来園者数（歩行者） 

表：年間来園者数の算定（歩行者・自動車含む）
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（２）マニュアルに基づく来園者数 

平成 17 年度公園緑地マニュアルに掲載されている、総合公園の面積（ha）当たりの平均的な

入園者数に基づき、公園面積と入園者数の関係から年間利用者数を推計します。総合公園の面積

（ha）当たりの平均的な入園者数は、平日は 119.9 人/ha・日、休日は 158.2 人/ha・日とされて

いるため、大濠公園・舞鶴公園における来園者数は以下の通り算定されます。 

 

 

 大濠公園 舞鶴公園 備 考 

年間休日 654,821 人 646,595 人 休日１日の入園者数×104 日×公園面積 

年間平日 1,245,497 人 1,229,850 人 平日１日の入園者数×261 日×公園面積 

計 1,900,318 人 1,876,445 人  

全体 3,776,763 人

 

（３）施設計画の指標とする来園者数の設定 

（１）と（２）の算定の結果、ともに年間 370 万人程度の来園者数となっています。本計画で

は、大濠公園と舞鶴公園の一体的な活用が今後推進されていくことで来園者数が増加することを

目指し、施設計画の指標となる来園者数を以下の通り設定します。 

 

施設計画の指標となる年間来園者数  400 万人 

 

 

また、１日あたりの最大入園者数については、休日の平均来園者数に回転率（1/2.8）を乗じて

算出します。なお、休日の平均入園者数は、年間の来園者数 400 万人をもとに、公園緑地マニュ

アルでの平日・休日の来園者の割合を考慮し、1.3 万人/日とします。 

 

最大入園者数＝1.3 万人×1/2.8≒4,600 人 

 

〈参考：来園者数の他事例〉 

公園名 開園面積 年間来園者数 

熊本城 52.3ha （城郭）160 万人

金沢城公園 24.3ha 230 万人

名古屋城 76.3ha （城郭）150 万人

大阪城 105.6ha （城郭）150 万人

NY セントラルパーク 341ha 2,500 万人

国営昭和記念公園 162.5ha 350 万人

海の中道海浜公園 249.4ha 180 万人

※この表はインターネットの情報をもとに作成しており、各公園の年間来園者数は平成 21～28 年

の情報が混在しています。 

表：両公園の年間来園者数
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３－２．便益施設計画 

（１）サービス施設 

大濠公園では現在、福岡市美術館や日本庭園などの施設も含めて、５箇所に飲食物販などのサ

ービス施設が配置されています。一方で舞鶴公園では、福岡城むかし探訪館内に１箇所飲食施設

が配置されています。今後、両公園の一体的な活用を図るため、それぞれの公園の特徴を活かし

ながら飲食・物販といったサービス施設等の配置や施設水準の検討を行います。 

 

○既存施設 

既存施設の福岡城むかし探訪館内飲食施設、売店、ボートハウス、スターバックスコーヒー、

宝亭、福岡市美術館内飲食施設については、契約や建物の更新時期に合わせて、利用者のニー

ズを踏まえながら施設の拡張や追加を検討します。 

 

○新設施設 

・鴻臚館跡展示館では、展示機能の充実と合わせてサービス機能の追加を検討します。 

・多聞櫓では、保存・修復整備の時期を捉えてサービス機能の追加を検討します。 

・ボタン・シャクヤク園において、花々や広場での景色を楽しみながら休憩することができ

るような施設配置を検討します。 

・ジョギング利用者等のためのロッカー・シャワー等の設備を備えた施設の導入について検

討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図：サービス施設図 
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（２）トイレ 

大濠公園では、周回園路沿いに点在して５箇所のトイレが設置されており、舞鶴公園では、公

園全体に分散して 10 箇所のトイレが設置されています。ここでは来園者がより利用しやすいト

イレのあり方について整理します。 

 

○整備状況 

「都市公園技術解説書」をもとに、最大入園者数と公園便所利用率の関係から推計する

とトイレの必要穴数は84穴となります。現在両公園内には124穴が整備されているため、

十分な穴数が確保できている状況となっています。 

 

  トイレの穴数（2015 年現況調査） 

 男性 女性
多目的 合計 

大 小 大 

大濠公園 7 13 15 5 40 

舞鶴公園 13 39 28 4 84 

合計 20 52 43 9 124 

 

○配置方針 

・既存のトイレを活用していくことを基本に、老朽化しているものについては適切なタ

イミングで更新や撤去を行っていきます。 

 

・新たにサービス施設を設ける箇所では、周辺の既存トイレの機能をサービス施設内に

統合することを検討します。 

 

・福岡高等裁判所や舞鶴中学校跡地、城内住宅などの非史跡施設移転跡地では、新たに

トイレを設置する必要があるかを見定めたうえで、適切な箇所に配置します。 

 

○整備水準 

・海外からの来訪者や体の不自由な方々など、誰もが利用しやすいユニバーサルデザイ

ンに配慮した、現代のニーズにあったトイレの水準とします。 

 

・福岡を代表する観光地の一つとして、長期的な視点でトイレのデザインの統一を図っ

ていくとともに、誰もがいつでも気持ちよく利用できる環境づくりを推進します。 
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〈参考：トイレ穴数算定の根拠〉 

・必要穴数の算定 

トイレの必要穴数は最大入園者数に公園便所利用率（30～80 人当たりに１便器、ここでは平均値として

55 人当たりに１便器）を乗じて算定します。 

必要穴数 ≒ 最大入園者数（4,600 人） × 公園便所利用率（1/55）≒ 84 穴 

  

図：トイレ位置図 
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（３）駐車場 

現在大濠公園と舞鶴公園には、舞鶴中学校跡地も含めて一般乗用車 507 台、大型バス 17 台を

収容する駐車場が設置されています。 

 

○配置方針 

駐車場は、二段階の整備を経て、将来的に史跡地外に確保することを目標とします。 

第一段階としては、車両がアクセスしやすく、歩行者動線とは交錯しにくい両公園の外

周部に暫定配置します。両公園へ東側から訪れた来園者への対応として福岡高等裁判所跡

に暫定駐車場を配置し、舞鶴公園第二駐車場は入口部の魅力づくりや、回遊性確保等の観

点から城内住宅跡地駐車場に機能を移転します。 

なお、将来的には、駐車場を史跡地外で確保することとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図：駐車場整備の流れ 

 

○駐車台数の算定 

・一般乗用車 

駐車台数 ＝ 最大入園者数 × 自動車利用率 ÷ 平均乗車人員 

＝ 4,600 人 × 48.9％ ÷ ３人/台 

≒ 750 台  平成 17 年度公園緑地マニュアル・自然公園事業技術指針（環境省）より 

 

・車いす利用者用駐車場（一般乗用車の内数） 

必要台数 ＝ 当該駐車台数 × （1/100） ＋ ２ 

＝ 750 台 × （1/100） ＋ ２ 

≒ 10 台           「都市公園の移動円滑化整備ガイドライン」より 
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・バスの駐車台数の算定 

現在、大型バス 17 台を収容する駐車場が設置されていますが、近年アジアから福岡への

観光客が増加していることで、大型の観光バスが増加している現状を踏まえ、バスの駐車

台数を以下の通り設定します。 

必要台数＝（現況 17 台）＋（新設 3 台）＝20 台 

 

○駐車台数の整理 

現況の駐車台数と上記で算定された駐車台数を比較すると、以下の表のとおりとなり、246

台の差があり、駐車場が不足しています。 

 

 

 

 

              ※算定された一般乗用車の駐車台数 750 台の内 10 台は車いす利用者用 

 

○各駐車場における駐車台数 

配置方針と駐車台数の算定結果にもとづき、各駐車場における駐車台数を以下の通り設定し

ます。 

 

 

 

 

 

 

〈参考：駐車場の他事例〉 

公園名 開園面積 
駐車台数 

一般乗用車 大型バス 

大阪城公園 105.6ha 269 台 94 台 

金沢城公園 24.3ha 554 台 66 台 

名城公園 76.3ha 596 台 28 台※3 

熊本城公園 52.3ha 564 台 33 台 

福岡市動植物園 20.5ha 220 台 0 台※3 

海の中道海浜公園 249.4ha 3360 台 61 台 

※１：各ホームページで案内されている駐車場情報をもとに作成しています。 

（公園区域・史跡指定地外も含む） 

※２：優先駐車場含む 

※３：通常時は一般乗用車用として使用している駐車場は、バスの駐車台数として含めない  

  

 現況の駐車台数 算定された駐車台数 

一般乗用車 507 台 750 台※ 

大型バス 17 台 20 台 

 大濠公園 

駐車場 

裁判所跡 

駐車場 

城内住宅跡

駐車場 
合計 

一般乗用車 100 台 430 台 220 台 750 台 

大型バス ２台 12 台 ６台 20 台 
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（４）駐輪場 

現在、両公園に設置されている駐輪場は大濠公園に７箇所、舞鶴公園に１箇所で、計 186 台の

駐輪スペースを有しています。しかしながら、実際には駐輪場でない場所への駐輪が目立ちます。

また、料金はすべて無料ですが、地下鉄駅周辺の駐輪場は有料のため、地下鉄利用者など公園利

用以外による駐輪が多くなっています。 

 

○配置方針 

・車両動線との分離 

来園者が駐輪するにあたってできるだけ車両動線と交錯しない位置に駐輪場を配置します。 

・駐輪台数の分配 

駐輪場の配置は、駐車場やエントランス周辺に設置することとし、平成 25 年度に実施され

た交通量調査をもとに各出入口部の来園者数の比重を考慮して設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○駐輪台数の算定 

自転車の駐輪台数は最大入園者数に自転車利用率を乗じて算出します。自転車利用率は、平

成 19 年度都市公園利用実態調査（国土交通省）の総合公園における値を用います。 

駐輪台数 ＝ 最大入園者数 × 自転車利用率  

＝ 4,600 人 × 12.8％ 

≒ 589 台 

算定結果を踏まえ、現在の 186 台の駐輪台数から約 400 台程度の駐輪スペースの拡幅を図

り、配置方針にもとづいて下記の通り駐輪台数を分配します。 

番号 駐輪場① 駐輪場② 駐輪場③ 駐輪場④ 駐輪場⑤ 駐輪場⑥ 駐輪場⑦

台数 30 台 60 台 120 台 90 台 60 台 120 台 120 台

合計 600 台 

図：駐輪場計画図 
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３－３．植栽修景計画 

（１）基本的な考え方 

両公園の既存樹木の活用と適切な密度管理

をはじめとする植栽の修景計画を行うにあた

って、公園、史跡、生物多様性という三つの

観点から基本的な考え方を整理します。 

 

 

  

生物多様性  

○生物の生息環境の保全 

大濠公園・舞鶴公園のみどりは、福岡城跡の土塁とその周辺部を中心に、都心部における生物の

貴重な生息場所となっているため、その生息環境の保全を図ります。 

公園 

○憩いの場としての緑の演出 

 来園者が季節ごとに様々な木々や花々と触れ合うことができ、木陰で憩いたくなるような緑の演

出を実践していきます。 

○安全性の確保 

 来園者の歩行を妨げている樹木や見通しを遮っている樹木など、来園者の安全な公園利用を妨げ

ている樹木は、剪定、伐採、移植など状況に応じて適切な対応を図ります。 

○既存樹木の更新と回復 

 サクラの名所として来園者に親しまれている舞鶴公園では、サクラの見どころづくりを推進する

と共に、老木や密植などにより樹勢が悪い樹木については専門家の判断を踏まえた上で更新や回復

の措置を図ります。 

○みどりとのふれあいの場の創出 

 来園者に親しまれ、愛着のある公園となるよう、エントランス部や公園利用の骨格となる園路の

周辺部には来園者が植え付けや管理に参加することができる花壇を設けるなど、みどりと触れ合う

ことができる場を創出します。 

史跡 

○見所づくり 

見どころとなる個所を選択し、当該箇所が最も魅力的に見えるよう周辺の整備の進捗状況に合わ

せた樹木の伐採・剪定を行います。 

○遺構の保存に影響を与えている樹木の整理 

 土塁や石垣などの遺構の保存に影響を与えている樹木の整理を行います。 

○史跡地内の外来種樹木の整理 

鴻臚館跡や福岡城跡の史跡地内で新たに植栽する場合には、往時の植栽を参考に樹種を選定しま

す。また、既存の外来種については樹木の整理を行います。 

○希少樹木などの保護 

両公園内の希少な樹木や巨木・古木などの保護を図ります。 
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（２）植栽の修景の方向性 

場所の特性に応じた植栽のゾーニングを行い、ゾーンごとの植栽の修景の方向性を整理します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

植栽ゾーン 植栽の方向性 

①中之島ゾーン 
・水辺を見ながらゆっくりできる空間となるよう木陰を配置する 

・夜間利用に配慮し、安全な歩行ができるよう、適切な密度管理を行う 

②野鳥の森ゾーン ・野鳥が訪れやすい環境の整備や樹木の保全を行う 

③外周緑地ゾーン 
・住宅地とのバッファーゾーンとしての機能を残しつつ、公園への見通しを確

保するため、樹木の成長に合わせ伐採や剪定等の管理を行う 

④芝生広場ゾーン 
・広場の広がりを妨げないよう、利用者に木陰を提供する樹木を広場の外縁部

を中心に配置する 

・石垣への見通しの妨げになる樹木の整理を行う 

⑤サクラゾーン 
・既存樹の移植や新たなさくらの植栽などを行い、サクラの名所としての空間

づくりを行う 

⑥御高屋敷ゾーン 
・御高屋敷から芝生広場や石垣を眺めたり、芝生広場や舞鶴公園線側からも様

子がうかがえるよう、斜面の樹木整理を行う 

・季節を感じられるボタンやシャクヤクなどの保全に努める 

⑦お堀ゾーン 

・明治通りから公園内の雰囲気が感じられるよう、土塁上の樹木整理を行い、

見通しを確保する 

・季節を感じられるサクラやハス、スイレンなどの保全に努める 

・石垣への見通しの妨げになる樹木の整理を行う 

⑧舞鶴公園線ゾーン ・公園や史跡の雰囲気と調和した街路樹の整備を行う 

⑨福岡城跡ゾーン 
・歴史的建造物への見通しや遺構の保存に影響が出る樹木などは伐採や剪定な

どの適切な管理を行う 

・季節を感じられるサクラやウメ、ショウブなどの保全に努める 

⑩鴻臚館跡ゾーン ・当時の植生を参考に、史跡や公園と調和した植栽を行う 

⑪土塁ゾーン 

・両公園の一体的な活用に向けて、樹木の密度が高い場所は樹木の整理を行い、

見通しの確保を図る 

・遺構の保存に影響が出る樹木等は伐採や移植などの樹木整理を行う 

・貴重生物の生息環境に配慮した植物管理を行う 

・古木や巨木の保全に努める 

図：植栽計画図 
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３－４．設備計画 

公園の利用にあたって必要となる設備の内容については、防災や史跡の保存、景観の向上等の視

点を踏まえ、基本的な考え方を以下のとおり整理します。 

 

（１）史跡地内での留意点 

史跡地内の設備整備にあたっては、上下水道や電気設備の埋設等によって、遺構をき損するこ

とがないよう、事前に調査を行い、適切な場所・埋設深さを選定することとします。 

 

（２）電線類の地中化 

公園や史跡らしい景観づくりのため、舞鶴公園の電線の地中化を行い、景観を阻害する電柱と

電線を撤去します。史跡地内のため、整備にあたっては事前に調査を行い、遺構の保存に十分留

意することとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）夜間の安全性確保 

夜間利用の安全性・防犯性を確保するため、園路沿いや広場に照明施設を設置し、安心して歩

ける明るさを確保します。 

照明は、園路の歩行や公園・施設の出入口の確認、各種サインの確認、駐車場を出入りする車

と歩行者の相互確認などと、用途によって適切な照度及び照明タイプを選ぶこととします。 

整備にあたっては、公園の明かりが近隣の住宅街にとってまぶしくないように配慮します。 

 

（４）夜間の演出 

公園の特徴である水辺や緑、史跡を夜間でも視認できるように、公園の雰囲気と調和し、夜の

景観を演出する照明施設を設置します。 

照明は石垣や水際の樹木、水面を照らす明かりに加え、歩行者の足元を照らす明かりなど、効

果的な照度及び照明タイプを選ぶこととします。また、照明器具のデザインを統一し、昼間の景

観を阻害しないように留意します。 

整備にあたっては、鳥類など夜間の休息を阻害しないように配慮し、水際や樹木を照明で演出

する場合は、範囲を限定することとします。 

  

Before After 

図：電線の地中下イメージ 
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（５）イベント利用への対応 

既存の広場を含め、舞鶴中学校跡地など新たに整備する広場は、様々な集客イベントの開催場

所となることが想定されます。そのため、一時的に行われる大規模イベント等に対応できる設備

の充実が必要となります。 

給水・排水設備については、必要に応じて仮設便所を設置し、そのための給水及び排水系統を

事前に確保します。また、電気設備については、必要に応じて埋設管や引込柱等を整備します。 

 

（６）災害時への対応 

福岡市地域防災計画において、大濠公園・舞鶴公園は広域避難場所として指定され、大規模な

災害発生時等のおそれがある場合の最終避難場所とされています。 

防災機能の充実を図るため、以下のような設備の導入を計画します。 

 

導入を検討する設備 

・耐震性貯水槽 ・非常用井戸 ・水施設（池・水流等） 

・非常用便所 ・非常用放送設備 ・非常用通信設備 

・非常用電源設備 ・非常用照明設備  
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